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学位請求論文 Essays on variants of the Shapley value: Axiomatization and relationship to the core 
 
















































与えられる解の特徴付けが示されている。特に、CIS value (Driessen and Funaki 1991) 




 第４章では、シャープレイ値とコアの間の関係が明らかにされている。Monderer et al. 
(1992)は、任意の TU ゲームにおいて重み付きシャープレイ値の全体がコアを含むことを
示した。ただし、この結果は TU という制限的な仮定に依存している。本章は、この結果
を NTU ゲームのクラスに拡張するものである。コアは自然な形で NTU ゲームに拡張す
ることができるが、重み付きシャープレイ値の拡張方法は複数考えられる。先行研究で提
示された様々な拡張概念について、それらとコアとの関係を明らかにしている。まず、
Kalai and Samet (1985) によって導入された weighted egalitarian solution に着目をし
た。この解は、TU ゲームにおけるシャープレイ値の基礎となる「dividend」の考えを
NTU ゲームに拡張することで定式化されている。この章の主要な結果として、任意の
NTU ゲームにおいて、weighted egalitarian solution の全体がコアを含むことが証明され
ている。さらに、weighted egalitarian solution 以外の拡張概念についても言及され、
































なかった CIS value (Driessen and Funaki (1991)),  CIS value の凸結合拡張解（van den 















張概念である weighted egalitarian solution （Kalai and Samet 1985）の全体がコアを
含むことが世界で初めて示された。本結果の貢献として、コアに属するいずれの配分も公







 中間報告で指摘された下記の 2 点（１）（２）についての対応を記載する。なお、中間報

























  5 章の Future works の中で、まず、シャープレイ値のアイデアを交換経済に応用した論
文として、Perez-Castrillo and Wettstein (2006) を引用した。しかしながら、この論文では、シ












口頭試問時には主査、副査から多くの質問が成されたが、特に、副査の van den Brink 准
教授は、総評として非常に良く書かれた博士論文であると評価した上で、最も多くの質疑を
行ったので、その概略を記す。 
 まず、多くの国際学術誌に受理された論文の中から特にこの 3 本を博士論文の構成論文
として選んだ理由を質問され、シャープレイ値の重要性と自分の興味から選択した旨の回
答があった。 


















論文であると、審査委員全員一致で認めた。なお、以上の内容を van den Brink 准教授には
口頭で丁寧に説明し、その内容について了解を頂いている。 
以上 
